
11月28日 本会議 議案上程、提案理由説明、採決

12月  1日 本会議 議案質疑、常任委員会付託

12月  2日 各常任委員会 議案などの審査

12月  6日～  8日 本会議 代表質問

12月  8日～14日 本会議 一般質問

12月12日 常任委員会
（都市建設委員会） 議案の審査（参考人招致）

12月15日 本会議 委員長報告、討論、採決

第４回定例会の主な日程

　平成23年第４回定例会が、11月28日から12月15日までの

18日間の日程で開かれました。

　この定例会では、補正予算、条例の制定など市長提出議案15

件、議員提出議案14件（意見書・決議13件）を審議し、討論（賛

成＝ネット、民主党、自民党、反対＝共産党）が行われ、千葉市

職員の給与に関する条例等の一部改正など10件については、賛

成多数により、千葉市立小学校設置条例の一部改正など18件に

ついては、全会一致により、原案どおり可決・承認しました。

　一方、議員提出の千葉市自然エネルギー導入検討委員会設置

条例の制定については、賛成少数により否決しました。

第４回定例会のあらまし

※参考人とは？　委員会が議案などの審査または調査のため必要があると認めるときに出席を求め、これに応じて委員会に出席し意見を述べる人のことをいいます。

一般会計予算に21億4,600万円を追加 
　補正予算の主なものは次のとおりです。
◦液状化対策経費の追加
◦校舎・屋内運動場の耐震補強
◦生活保護費の追加
◦認可外保育施設への支援など

市職員の給料を減額
　人事委員会の勧告に基づき、一般職の
職員の給料を引き下げました。
　給料表改定率 △0.13％

美浜区に高浜海浜小学校を新設
　高浜第二小学校と高浜第三小学校を統
合し、高浜海浜小学校を設置します。

（平成24年４月開校予定）

液状化対策推進委員会を設置
　東日本大震災による液状化の大きな被
害を受けた地域において、道路などの公
共施設と隣接する宅地の一体的な液状化
対策を推進するため、委員会を設置しま
した。

下水道使用料を水道料金とあわせて徴収
　市水道局の給水区域において、平成24
年４月から下水道使用料を水道料金とあ
わせて徴収するため、下水道使用料の納
期限を改めます。　　　

南部蘇我土地区画整理組合に
３億5,000万円を補助

　多額の負債を抱える南部蘇我土地区画
整理組合に対し、金融機関が貸金などの
返済を求めて提起した訴訟において、千
葉地方裁判所からの和解勧告を受け、市
は組合に対し平成26年度までに補助金と
して３億5,000万円を支払うこととしま
した。

市の施設の指定管理者を指定
　指定期間の終了に伴い、次の施設の指
定管理者をそれぞれ指定しました。
◦ビジネス支援センター
◦富田都市農業交流センター
◦乳牛育成牧場　◦子育て支援館
◦子ども交流館　◦科学館

日　時：平成24年２月20日（月）午前11時から12時まで
場　所：千葉市議会本会議場
定　員： 92人（当日先着順）
申　込：当日10時から議会棟１階傍聴受付で入場券を配布します。
問い合わせ先：議会事務局総務課　℡０４３－２４５－５４６６

　千葉市議会が市民の皆さまにとって身近で親しみやすいものとなるよ
う、第１回定例会の開会に先立ち、千葉市芸術文化新人賞受賞者と東京
フィルハーモニー交響楽団員３名による議場コンサートを開催します。
皆さまのご来場をお待ちしております。

市長提出議案の南部蘇我土地区画整理事業に関する和解につ

いて、付託された都市建設委員会では、本市議会の常任委員

会で初めて、参考人（※）から意見を聴取しました。

『千葉市議会議場コンサート2012』のご案内
　議員提出議案として13件の意見書・決議を審議し、可決しました。可決した意見
書・決議は、国会および関係行政機関に提出しました。ホームページに全文を掲載し
ています。　　　　　　　　  http://www.city.chiba.jp/shigikai/kekka-menu.html

●防災会議に女性の視点を
取り入れることを求める
意見書

●鳥獣被害防止対策の充実
を求める意見書

●「機能性低血糖症」に係る
国の取り組みを求める意
見書

●自動車取得税及び自動車
重量税の見直しに係る代
替財源の確保を求める意
見書

●「受診時定額負担制度」導
入に反対する意見書

●千葉市上空の航空機騒音
の改善を求める意見書

●災害に強い日本の構築に
向けた社会資本整備を求
める意見書

●サイバー攻撃に対する情報
保全対策に関する意見書

●ＡＰＥＣでの拙速なＴＰ
Ｐ交渉参加表明に関する
意見書

●固定資産税の安定的確保
を求める意見書

●「子どもに対する手当制
度」に関する意見書

●緊急事態基本法の早急な
制定を求める意見書

●我が国の領土及び領海を
守 る 体 制 整 備 を 求 め る
決議

可決した意見書・決議

可決した主な議案

今定例会で決まりました

発行／千葉市議会
編集／千葉市議会広報委員会
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「千葉市成人を祝う会」が１月９日に千葉ポートアリーナで開催されました。

新春恒例の「千葉市消防出初式」が
１月14日にハーバーシティ蘇我で行われました。



会派等構成　 ●議員定数54人　 ◆自由民主党千葉市議会議員団 19人　 ◆民主党千葉市議会議員団 10人　 ◆公明党千葉市議会議員団 ８人　 ◆日本共産党千葉市議会議員団 ６人　 ◆未来創造ちば ６人　 ◆市民ネットワーク ２人　 ◆みんなの党千葉市議団 ２人　 ◆無所属 １人　 （平成24年１月12日現在）

　12月６日（自由民主党千葉市議会議員団・民主党千葉市議会議員団）、７日（公明党千葉市
議会議員団・未来創造ちば・日本共産党千葉市議会議員団）、８日（みんなの党千葉市議団・
市民ネットワーク）の３日間にわたり、７会派の代表が市政運営について質問しました。
　詳しくは市議会ホームページの議会中継（録画放映）をご覧ください。
　http://gikaimovie.city.chiba.jp/rokuga_menu.html

代表質問から 市長はＴＰＰや消費税10％
　　　　  増税などに反対を

問　市長は国全体と本市の農業・医療・雇用に

も重要な影響を及ぼすＴＰＰ（環太平洋経済

連携協定）参加に反対するべきではないか。また、

震災復興財源の名による所得税・住民税などの国

民負担増や、社会保障と税の一体改革の消費税

10％への増税など、国民生活に多大な影響を及

ぼす施策について、市民の暮らしを守るために反

対するべきではないか。

答　ＴＰＰの参加により本市農業にも少なから

ず影響があると思われるが、我が国の今後

の発展に向けて、各国と連携を深めていくことは

必要であると認識している。ＴＰＰ交渉参加も一

つの選択肢として理解しているが、現時点では情

報不足は否めず、自治体として判断することは困

難である。また、東日本大震災からの復興は、国

の総力を挙げて取り組まなければならず、それに

要する財源も誰かが負担しなければならない。今

回の増税案も、この考え方に沿ったものと認識し

ている。さらに、我が国の現状と将来を踏まえる

と、国民福祉の維持・向上を図るための安定的な

財源の確保が重要であり、社会保障を含めた国民

負担のあり方など国政の場で十分な議論が必要で

あると考える。

「千葉市元気サイクル」の　
　　　　　　　　　  実現を

問　日本共産党は地域経済の活性化のため、特

養ホームを建設し２千人近い待機者の解消を

行うこと、保育所の建設、学校の耐震化、生活道

路の整備、住宅リフォーム制度など地域循環型の

公共事業を進め、地元業者が工事を請け負い、雇

用が増え、その結果税収が増えて市民も行政も元

気になる「千葉市元気サイクル」を提案するが見解

は。

答　福祉施設の整備や学校施設の耐震化、生活

道路の整備など、市民生活の向上に資する事

業は、地元業者の育成や市内の雇用確保につなが

るものと考えており、できる限り予算を確保する

よう取り組んでいく。

「あんしんケアセンター」の
　　　　　　　　　増設を

問　平成23年６月の介護保険法の一部改正に

より、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で

自立した生活を営むことができるよう、医療、介

護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ目な

く提供される「地域包括ケアシステム」を推進する

こととなった。しかし本市では同システムを推進

する上で中心となる「あんしんケアセンター」(※1)

の設置数が少なく地域ネットワークの構築が進ん

でいない。センターの増設の考え方と増設数、ま

た増設のスケジュールについて伺う。

答　現在12か所あるあんしんケアセンターの

担当圏域に配慮しつつ、地理的条件や高齢者

人口の見込み、交通事情を勘案して市域を24圏

域に再設定し、12か所増設していく。また、増設

は民間社会福祉法人などへの公募による委託を考

えており、十分な準備期間が必要なことから、新

たなセンターの開設は平成24年10月を予定して

いる。

駅を活用した保育所の整備の
　　　　実績と今後の方針は

問　横浜市や大阪市などの大都市圏では、「駅

ナカ保育所」や「駅型保育所」といった駅を活

用した保育所が話題となり、保護者から大変好評

と聞いている。駅は自宅と職場を結ぶ重要な拠点

であり、利便性も高く、保育所整備の手法の一つ

として検討するに値する。本市でもＪＲ東日本が

千葉駅の改築に合わせ、駅ナカ保育施設の整備を

検討しており、大いに期待している。そこで駅を

活用した認可保育所整備の実績と今後の整備方針

について伺う。

答　駅の敷地などを活用し整備されている保育

所は、平成22年４月に浜野駅に開園したほ

か、24年４月に千葉みなと駅に開園予定である。

駅を活用した認可保育所の整備は、送迎時間の短

縮といった保護者の利便性はもちろん、子育てし

やすい街づくりの観点からも大変有意義であり、

今後も駅周辺の保育需要などを十分踏まえた上

で、鉄道会社などと協議を行っていく。

10年後、20年後の　　　　
　　　　  千葉市の都市像は

問　人口が減少し少子高齢化が進む中、行政運

営のあり方も、時代の変化に合わせた新しい

仕組みを構築する必要がある。次の時代を担う子

どもたちのために、どんな素晴らしい千葉市にし

ていくのか、その将来像を共有することが大切で

ある。市長の目指す10年後、20年後の千葉市の

都市像はどのようなものなのか。

答　社会構造の大きな転換点にある中、課題を

しっかりと受け止め、正しい将来予測のもと

計画的な都市づくりを進め、足腰のしっかりした

行財政構造を構築した上で、将来にわたり持続可

能で魅力と活力にあふれるまちづくりを目指して

いきたい。

　具体的には、「未来をつくる人材が育つまち」

「みんなの力で支えあうまち」「訪れてみたい・住

んでみたいまち」の、新基本計画に掲げる３つの

まちの個性の実現を目指していきたいと考えてい

る。

地域コミュニティ活性化の
　　　　　　　　　  方策は

問　地域の実情は、福祉、教育・子育て、防

犯・防災、環境などの情報が地域団体に提供

されているものの、地域における主体的なまちづ

くり活動を全体的にコーディネートする機能が弱

いため、それぞれの目的に合わせた団体が並列す

る、縦割りに近い形になっていると思われる。地

域コミュニティの活性化の方策について伺う。

答　現在、地域コミュニティを支える町内自治

会の育成、コミュニティ活動の場としてのコ

ミュニティセンターの魅力ある運営、地域の活性

化を目的の一つとした区民ふれあい事業の推進な

どを行っている。

　地域コミュニティとは、市民一人ひとりが地域

的・自主的に、共通の課題や目標を持ち、相互に

信頼感を持って集い活動するものと捉えている。

今後、施策の実施にあたり、地域活動に取り組む

団体への支援や、団体・団体に関わる庁内組織間

の横断的な連携を図るなど、地域の力、地域コ

ミュ二ティの活性化を目指していく。

総合的なまちづくりを　　
　  進めるための組織改正を

問　スポーツ振興の所管を、教育委員会から市

長部局に移し、芸術・文化の振興とあわせ都

市の活性化に向けて総合的に取り組むべきと考え

るがどうか。

　また、市民参加と協働を所管する組織は市民局

と総合政策局に分かれているが、機能を一元化し

総合的、機動的に市民主体のまちづくりを進める

べきと考えるが見解は。

答　スポーツや文化へのニーズの多様化や期待

が高まる中、施策の連携を図るため来年度か

らスポーツ行政を市長部局に移管し、総合的に文

化・スポーツ行政を展開していく。

　市民参加と協働については昨年度、市民主体の

まちづくりを全庁的に推進するための組織を総合

政策局に設置した。一方、市民に身近な町内自治

会の育成などは従来ど

おり市民局が担ってい

るが、本年度から区役

所を市民主体のまちづ

くりの拠点と位置づ

け、地域づくり活動へ

の支援などに取り組み

始めたところである。

効率的に施策を推進す

るため、来年度からそれぞれの機能の一元化を含

めた組織の見直しを図っていきたい。

自転車対策の課題と　　　
　　　　　今後の施策展開は

問　駐輪場の確保と放置自転車の解消に一定の

成果をあげてきたことは高く評価するが、現

在の課題と今後の取り組みは。

　また自転車の利用促進について、市の政策的ス

タンスや施策展開が明確でないが見解は。

答　千葉都市モノレールの一部の駅で駐輪場が

不足しており、今後、千葉都市モノレール株

式会社と駐輪場の整備方法などについて協議して

いきたい。

　自転車は近距離の移動に適した環境負荷の少な

い交通手段であるとともに公共交通機関を補完す

る機能を持つので、総合交通体系の一つに位置づ

け利用を促進していく必要があると考えている。

走行空間・駐輪場の確保

や利用マナーの啓発に加

え、サイクルツーリズム

（※2）など観光や地域活

性化の側面からも、さま

ざまな視点から検討し、

関係部局連携のもと総合

的に自転車の利用促進に

取り組んでいく。

ルスコートなどが完成している。

　市長はマニフェストへの取り組みの一つとして

蘇我スポーツ公園の整備の縮小を挙げている。多

額の経費を要しない施設整備を基本として市民提

案や市民意見の募集を行い、未整備区域の見直し

計画をまとめたが、その結果はどうなったのか。

答　陸上競技場やフットサル場など当初計画に

あった施設を全面的に見直し、サッカー、ラ

グビー、野球、グラウンドゴルフなど、多目的な

広場として、市民が手軽にスポーツを楽しめるよ

う整備を進めていく。平成24年初めには第１多

目的グラウンドの造成工事に着工し、サッカーや

野球などに利用できるグラウンドとして整備を進

める予定であり、その他の区域についても順次、

整備していく。

自由民主党千葉市議会議員団

放射能汚染対策の　　　　
　　　　　取り組み状況は

問　給食の放射性物質の検査が始まったが、

今後、食品の放射性物質検査をどうして

いくのか。また、市に放射能対策室の設置を

求めるがどうか。

答　食品の放射性物質については、国で平

成24年４月に暫定規制値を引き下げる見

込みであり、高精度の検査が求められるため、

外部への検査委託も含め検討している。

　放射能汚染問題に対しては、これまで環境

局と関係部局による連絡会議を随時開催し市

として統一的対応を図ってきた。今後も庁内

関係課との連携を強化し、適切に対応してい

く。

児童相談所における　　　　  
一時保護の長期化への対策は

問　児童虐待における児童相談所の権限強

化が進み、その役割が重くなっている中、

本市の児童相談所における一時保護の期間の長

期化が問題視されているが、その対策は。

答　一時保護の長期化への対策は、指導援

助の状況を全職員で共有化を図ることや、

手法向上のための研修を行うことで、ケース

の援助方針の早期樹立を図るほか、関係機関

との調整をさらに速やかに行い、短縮化に努

めていく。

現政権の地域主権改革の　
　　　取り組みへの評価は

問　民主党マニフェストの「地域主権改革」

においては、この２年間で何も進展して

いないどころか後退している。市長の評価は。

答　国においては第１次・第２次一括法の

成立や国と地方との協議の場の法制化な

ど一定の進展が見られるが、国の出先機関改

革の検討の遅れや、新たな子どもに対する手

当制度に関し一方的に地方に負担を求めるな

ど「地域主権」とは相容れない対応も依然見ら

れることから、さらなる改革の推進を期待す

る。

新年度予算編成における　
　　　収支不足への対応は

問　平成22年度決算では、国保財政の悪化

により連結実質赤字比率が上昇したほか、

実質公債費比率と将来負担比率も政令市で最

下位となるなど、依然厳しい財政状況にある。

これから新年度の予算編成が本格化するが、

予想される収支不足への対応は。

答　収支不足の解消のため、市税などの収

納対策の強化や国民健康保険料など公共

料金の見直しなど、可能な限り歳入確保を図る

とともに、定員適正化計画に基づく職員数の見

直しや民間機能の活用、公営企業の経営の健

全化に取り組み、収支の均衡を図っていく。

用 語 解 説
※1　あんしんケアセンター：地域包括支援センターの
こと。地域で暮らす高齢者の介護予防サービスのプラン
作成や、介護・福祉に関する相談業務を行う窓口です。

※2　サイクルツーリズム：自転車を通じて地域の観光資源のアピー
ルを図る取り組みのこと。快適・便利にサイクリング観光を楽しんで
もらうことを目指し、千葉県がモデル事業として進めています。

新年度予算で見込まれる　
　　　  収支不足への対応は

問　現下の厳しい経済・雇用環境の中で、市民

福祉の増進など市が果たすべき役割は以前に

も増して大きなものとなっている。いかに財源を

確保し必要な施策を推進していくのか、極めて厳

しい予算編成になると予測される。新年度の財政

収支見通しは約110億円の収支不足が見込まれて

いるが、この収支不足をどう捉え、どのように解

消しようと考えているのか。

答　収支状況は年々改善されているが、さらな

る市債発行の抑制などに取り組む必要がある

など、依然として厳しい状況であると認識してい

る。今後の予算編成においては、収支不足の解消

に向け、財政健全化プランの取り組み項目を反映

させ、市税などの徴収率向上や市有資産の売却・

活用など、あらゆる歳入の確保を図るとともに、

歳出削減の取り組みをさらに強化するほか、今後

の国の地方財政対策に的確に対応していくことに

より収支の均衡を図っていく。

蘇我スポーツ公園の　　　　
　未整備区域の見直し結果は

問　蘇我スポーツ公園はフクダ電子アリ―ナの

整備に着手してから約10年が経過し、同ア

リーナのほかフクダ電子スクエア、フクダ電子ヒ

見直し後の
蘇我スポーツ公園の
整備計画

増設が予定されている「あんしんケアセンター」

放置自転車対策として整備された駐輪場

未来を担う子どもたちのためのまちづくりを

元気サイクルで市民も行政も元気に

○ ○ 会 社
地元業者

雇用

従業員
納税

工事発注

市役所

公明党千葉市議会議員団

民主党千葉市議会議員団 未来創造ちば

日本共産党千葉市議会議員団

みんなの党千葉市議団 市民ネットワーク

市長に問う
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一般質問

　　　　議案名 議決
結果

自
民
党

民
主
党

公
明
党

共
産
党

未
来
創
造

ネ
ッ
ト

み
ん
な

無
所
属

補正 
予算案 平成23年度一般会計補正予算 原案

可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －

条例案
職員の給与に関する条例等の一部改正 原案

可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

市立小学校設置条例の一部改正／液状化対策推進委員会設置条例の制定／建築
関係手数料条例の一部改正／下水道条例の一部改正

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他
議案

専決処分（平成23年度千葉市病院事業会計補正予算) 原案
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

当せん金付証票の発売額／指定管理者の指定（ビジネス支援センター／富田都
市農業交流センター／乳牛育成牧場／子ども交流館／子育て支援館／科学館）

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和解について（※南部蘇我土地区画整理事業に関する千葉地裁からの和解勧告） 原案 
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －

議員提出
議案

自然エネルギー導入検討委員会設置条例の制定 原案 
否決 × × × ○ × × × ×

防災会議に女性の視点を取り入れることを求める意見書／鳥獣被害防止対策の充実を求
める意見書／「機能性低血糖症」に係る国の取り組みを求める意見書／自動車取得税及
び自動車重量税の見直しに係る代替財源の確保を求める意見書／「受診時定額負担制度」
導入に反対する意見書／千葉市上空の航空機騒音の改善を求める意見書

原案 
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

災害に強い日本の構築に向けた社会資本整備を求める意見書／サイバー攻撃に
対する情報保全対策に関する意見書

原案 
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ＡＰＥＣでの拙速なＴＰＰ交渉参加表明に関する意見書／「子どもに対する手
当制度」に関する意見書

原案 
可決 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

固定資産税の安定的確保を求める意見書 原案 
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

緊急事態基本法の早急な制定を求める意見書／我が国の領土及び領海を守る体
制整備を求める決議

原案 
可決 ○ × ○ × × × ○ ○

（賛否）　○：賛成　×：反対　－：退席議案の議決結果・会派別賛否状況
会派名

●窓口サービス向上について
（森山 和博　公明党）

●教育費負担の軽減と教育格差の是正について
（酒井 伸二　公明党）

●千葉市の表彰制度について
（川村 博章　自民党）

●国民健康保険事業について
（三瓶 輝枝　民主党）

●住宅リフォーム助成制度について
（安喰 武夫　共産党）

●液状化対策について
（佐々木 友樹　共産党）

●液状化対策のための情報収集について
（松坂 吉則　自民党）

●震災を風化させないための対応について
（蛭田 浩文　未来創造）

●安心生活創造事業の取り組みについて
（伊藤 康平　公明党）

●犬・猫の殺処分を減らす取り組みについて
（亀井 琢磨　未来創造）

●商店街支援策について
（植草 毅　自民党）

●夏季に市内に飛散する粉塵について
（山田 京子　ネット）

●緑区平川町の産業廃棄物について
（三須 和夫　自民党）

●障害者福祉施策について
（三ツ井 美和香　民主党）

●液状化対策について
（田畑 直子　民主党）

●障がい者アートについて
（黒宮 昇　公明党）

●タテ割りの文化行政からヨコ割りの文化行
政への転換について （小田 求　未来創造）

●自治基本条例および市民参加・協働について
 （田沼 隆志　無所属）

●防災行政無線の拡充について
(野本 信正　共産党)

●南部蘇我土地区画整理組合について
（福永 洋　共産党）

●資産経営について
（白鳥 誠　民主党）

●幕張メッセについて
（櫻井 崇　みんな）

千葉市議会がツイッターを始めました市議会を傍聴しませんか
　本会議、常任委員会、特別委員会は原
則公開していますので、どなたでも傍聴
できます。議会棟は市役所本庁舎の隣

（国道側）です。

平成24年第１回定例会は２月20日（月）開会予定です。なお、会議日程は２月16日（木）に決まる予定です。

採択送付
●給食の更なる安全管理強化に関する

陳情

不採択
●介護保険の充実を求める請願

●国民健康保険制度の充実を求める請願

●給食食材の安全性確保を求める陳情

●乳児、幼児、児童、生徒の累積被ば
く量の公表を求める陳情

●新たな規制値に対応した食品スク
リーニング検査用検査機器の機種選
定に関する陳情

●市民貸出し用の放射線測定器の機種
選定に関する陳情

常任委員会

請願・陳情の結果

請願・陳情の内容などについては市議会
ホームページをご覧ください。http://www.
city.chiba.jp/shigikai/kekka-menu.html

　22人の議員が、市政に関する一般質問
を行いました。主な質問項目は次のとお
りです。（　）内は氏名と会派名  ※通告順
　内容は市議会ホームページの議会中継

（録画放映）をご覧ください。
http://gikaimovie.city.chiba.jp/
rokuga_menu.html

ここが聞きたい
上程された議案や請願・陳情は、所管の委員会に付託し、細部にわたり審査しました。主な質疑をご紹介します。
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総務委員会（議案２件）

宝くじの売り上げ向上のためにもっとＰＲを

問 宝くじの売り上げが増えれば市にとって大きな収
入になるので、地元で買ってもらえるようにもっ

とＰＲしてはどうか。

答 千葉市が発売できる限度額を82億円として全部売
り切った場合、市に約33億円の収益金が見込まれ

るため、市民の皆さまに宝くじを千葉市内で買っていた

だけるよう、市政だよりやホームページによりさらにＰ

Ｒしていきます。

保健消防委員会（議案２件、請願２件）

生活保護受給者の増加を食い止めるために

問 生活保護受給者が増加する中で、保護に至らない
ための社会保障の充実が求められているが、どの

ような対策をとろうとしているのか。

答 生活保護は最後のセーフティーネットのため、保
護に至る前の段階での支援が重要と考えている。

年金の充実や雇用対策など総合的な社会保障制度の中で

考えていくべきとして国に制度の充実を要望している。

市としても、国が平成23年10月に始めた求職者支援制

度なども活用しながら、しっかり支援していきたい。

環境経済委員会（議案５件、陳情５件）

ビジネス支援センターの今後の運営は

問 指定管理者に再選定された市産業振興財団の今後
の運営について、理事長を公募しているとのこと

だが、公募によってどのような効果が得られるのか。

答 民間の方などの経験やスキルを、産業振興財団と
いう組織に生かしてもらい、まず組織の活性化を

図ってもらうことが最重要と考えている。また行政が持

ち得ないさまざまな人脈を使うことでネットワークが広

がっていくことを大きく期待している。

教育未来委員会（議案５件）

グループ型小規模保育事業の特徴は

問 家庭的保育（保育ママ）事業は利用が少ないという
課題があった。今回のグループ型の事業では、利

用する方の声を聞いた取り組みで課題を克服し、効果あ
るものにしてほしいが、その特徴は。

答 家庭的保育事業は、資格を持った家庭的保育員が
その居宅で家庭的な雰囲気の中で保育を行うもの

だが、閉鎖性の指摘や地域的な需給のミスマッチなどが

利用が進まない原因となっていた。グループ型は３人の

保育士などが１人当たり３人、計９人まで預かることが

できるとともに、駅近辺の賃貸物件で保育を行うことが

できるためニーズに合い、利用の促進が期待できる。

都市建設委員会（議案５件、請願１件）

和解勧告に至った南部蘇我土地区画整理事業
に対する今後の市の指導は

問 ３億５千万円の支出を伴う和解勧告を受けるに
至った事態に対する市としての見解と、組合に対

する今後の指導監督の方針は。また、市の所有地での公
共・公益施設整備、売却による保留地に対する影響への
配慮と、賦課金を知らずに組合員となった住民への支援
といった参考人の要望に対する市の対応は。

答 組合の自助努力を第一として、平成14、15、16年と
指導を重ねてきたが、結果としてこのような事態に

陥ったことは痛恨の思いであります。二度とこのような

事を起こさないよう十分な指導監督に留意するとともに、

今後は賦課金の徴収や保留地の売却など、和解事項の履

行を適切に指導し、早期の事業収束を図っていきます。

　また、市の所有地に新たな整備計画はなく、処分にあ

たっては、組合と情報交換を行いつつ市の処分計画に基

づき適切に行います。支援については、債務の解消とい

う和解の趣旨から、組合の中での自助努力が必要であ

り、市として指導監督してまいります。

よりよい紙面作りのため、ご意見・ご感想をお寄せください。　問い合わせ先　議会事務局調査課　TEL 043（245）5472

委員会審査・調査から 市政の

　２月１日（水）から千葉市議会公式ツイッターを開設し
ました。最新の議会情報をきめ細かく発信していきます
ので、ぜひご覧ください。市議会ホームページからもア
クセスできます。　http://twitter.com/chibashigikai

平成24年(2012年)２月4 ちば市議会だより

この市議会だよりは100％再生紙を使用しています
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